
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

見頃は6月中旬から
7月中旬です。
来年お待ちしてま～す♪ み～な

６月定例会 議会はここに注目！
　　　皆野の　　　皆野の櫓

やぐらやぐら

が浅草の盆踊り大会にが浅草の盆踊り大会に

P.5
P.7

常任委員会の活動を常任委員会の活動を
　　　　　　お知らせします　　　　　　お知らせします

P.2
P.3

P.4

-
-町に聞きました

　６名の議員が一般質問

至 本庄市

主要地方道主要地方道
前橋長瀞線前橋長瀞線
（県道13号線）（県道13号線）

至 長瀞町

至 皆野

萩神社萩神社
主要地方道秩父児玉線主要地方道秩父児玉線
（県道44号線）（県道44号線）

トイレトイレ

浦山浦山
バス停バス停

更木バス停更木バス停
（株）（株）上武 採石場上武 採石場

有恒鉱業（株）有恒鉱業（株）
採石場入口採石場入口

出牛平橋出牛平橋

出牛出牛

広域基幹林道広域基幹林道
上武秩父線上武秩父線

カタクリの里
アジサイ園

皆野駅より町営バスで30分皆野駅より町営バスで30分

浦山カタクリの里 アジサイ園浦山カタクリの里 アジサイ園

平成30年６月定例会
2018年８月1日発行

第26号
埼玉県皆野町議会
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①皆野小学校オープン教室 ②皆野小学校１年生の教室
③本日のメニュー！？ ④新学童保育所　
⑤皆野学童保育所での懇談

　委員全員出席し、午前10時から皆野小学校を訪
問して、門倉校長と吉田教頭に対応していただき
ました。まず門倉校長に学校行事、プール掃除等、
校外学習や６年生車椅子バスケ体験等を写真で、
続いて学校経営計画の説明を受けました。　
○目指す学校像『学び合い、認め合い、高め合う、
活気あふれる学校』
○経営の基盤『子どものよさを認め、伸ばし、自
信を持たせる』をスローガンにしています。30年
度重点目標は、「一人一人の学力の向上」「思いや
りと規律ある態度の育成」「体力の向上と健康安
全意識の育成」の大きな３項目です。
　続いて全委員から質疑がありました。１つ挙げ
ますと「走力と握力の低下について」です。「10
年前からトラックが狭くなった。鉄棒と登り棒へ
の興味減少がある」とのお答えをいただきました。
　その後、吉田教頭の案内で施設を見学しまし
た。教室と廊下の間の間仕切り、広々とした空間、
モダンなつくり、誰もが憧れる学校でした。
　12時に給食センターを訪れ、給食の試食を行
い、おいしくいただきました。

　午後1時から学童保育所訪問しました。
１.学童保育所運営等概要を明星福祉会の倉持園
長に、平成27年度建設学童施設の概要を浅見課
長に説明してもらいました。
２.学童保育所の運営状況を倉持所長に聞き、ビ
デオで様子を見ました。
　 明星学童保育所は昭和48年開設で45年の歴
史があり平成21年国神学童新設、平成27年皆野
学童新設で皆野学童は現在153人が入所してお
り、無償化による学童の増加には、対応に大変
苦慮しています。
３.質疑は３人の議員からあり同じような質問
で、 「学童153人に対する理想と現在の職員数」
です。「40人に対し３人の職員が理想、153人に
対し現在12人の職員で行っています」とお答え
いただきました。
　「８月上旬から温水プールを使用させていただ
きたい」との要望ももらいました。

　今後、学童保育所の適正な運営について、常
任委員会でも協議検討していきます。

委員長  宮前　司

総務教育厚生常　任
委員会 月６25

① ②

③ ④

⑤
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発
行

常任委員会の

①町道皆野63号線道路改良工事（皆野地内）　 ②町道日野沢46号線災害復旧工事（下日野沢地内）　
③金沢観光トイレ建設工事（金沢地内）　 ④林道雨乞曽根坂線林道改良工事（三沢地内）　
⑤町道国神128号線道路改良工事（大渕地内） ⑥町道国神１号線待避所設置工事（国神地内）　
⑦林道奈良尾線舗装新設工事（上日野沢地内）　 ⑧町道国神１号線道路改良工事（金崎地内）
⑨町道日野沢11号線道路改良工事（下日野沢地内） ⑩町道下田野51号線道路改良工事（下田野地内）　

産 業 建 設 常　任
委員会

　建設課・産業観光課の所管する工事・事業の
主な14件の現地を視察しました。狭あい道路
の解消、地滑り地域での道路改良工事、橋りょ
う補修工事、里山・平地林再生事業を図ってい
ることを確認しました。
　しかし、一部、町道日野沢46号線災害復旧
工事（重木地内）と電柱の移設が遅れた町道国
神128号線道路改良工事（大渕地内）は、今年度
へ繰り越しての工事となりました。
　今後も継続事業を確実に実施するとともに、
現場の状況に合わせた工法・景観に配慮した工
法の採用、さらには工事現場の安全確保・現場
管理の徹底を図るなど、執行体制の強化や計画
的・効率性を重視した事業推進を望みます。

委員長  小杉修一

 常任委員会では、分野別に
少人数で詳しく話し合って
  います

金６29

①

② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑩⑨
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

６
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

　

４
月
24
日
、
第
１

回
皆
野
町
議
会
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
長
提
出
議
案
は
、
承
認
３
件
、

同
意
１
件
（
副
町
長
の
選
任
）
で
し
た
。

審
議
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
の
議
案
一
覧
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み～な

質
疑

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
改

正
で
、
専
決
処
分
ま
で
し
て
条
例

を
改
正
す
る
理
由
は
な
ん
で
す
か
。

答
弁

課
税
限
度
額
54
万
円
か
ら

58
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

高
所
得
者
に
多
少
負
担
が
ふ
え
ま

す
が
、
５
割
、
２
割
軽
減
世
帯
は

負
担
が
少
し
軽
く
な
る
こ
と
で
、

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
専
決
処
分

を
し
ま
し
た
。

質
疑

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
関
連
し
て
、
み
な
の
魅
力

発
掘
創
造
会
議
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
の
予
算
は
50
万
円
で
し
た

が
、
今
年
度
当
初
予
算
で
は

５
６
０
万
円
と
10
倍
以
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
契
約
状
況
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁

ま
だ
契
約
し
て
い
ま
せ
ん
。

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

臨時会
4月24日

質
疑

企
画
費
の
「
櫓
や
ぐ
ら

組
み
立

て
手
数
料
」
45
万
円
の
追
加
補

正
に
つ
い
て
、
９
月
の
「
浅
草

盆
踊
り
大
会
」
に
皆
野
町
か
ら

持
っ
て
い
く
櫓
組
み
立
て
手
数

料
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
み
な
の
魅
力
・
発

掘
会
議
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務
委
託
の
一
事
業
と
し
て
「
浅

草
盆
踊
り
大
会
」
に
１
０
０
万

円
が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。こ
れ
ら
の
関
連
も
含
め「
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託
料
の

内
訳
」
に
つ
い
て
資
料
提
示
を

求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
「
秩
父
音
頭
ま
つ
り
」

で
使
用
し
て
い
る
櫓
を
持
っ
て

い
く
の
で
す
か
。

答
弁

現
在
、
委
託
契
約
の
交

渉
中
で
あ
り
、
内
訳
資
料
と

し
て
提
出
で
き
る
段
階
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。櫓
に
つ
い
て
は
、

　

平
成
30
年
度
第
２
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
、
６

月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
は
、

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
と
同
意
１
件

で
し
た
。
ま
た
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
６
名

の
議
員
が
登
壇
し
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定例会
6月14日

み～な

約
20
年
前
ま
で
「
秩
父
音
頭

ま
つ
り
」
で
使
用
し
て
い
た

も
の
で
、
現
在
、
金
沢
地
区

で
保
存
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ

る
櫓
を
持
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

質
疑

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
配
置
事
業
費
県
補
助

金
１
０
５
万
円
の
追
加
補
正

に
つ
い
て
、
目
的
と
ス
タ
ッ

フ
の
人
数
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁

学
校
教
員
の
支
援
を

目
的
と
し
、
４
名
の
ス
タ
ッ

フ
で
１
日
２
時
間
働
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

質
疑

文
化
会
館
展
示
用

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
購
入
費
は
、

何
を
入
れ
る
も
の
で
す
か
。

答
弁

文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ

に
設
置
し
、
俳
句
関
連
や
町

の
文
化
関
連
の
も
の
を
展
示

し
ま
す
。

「
請願第１号
若者も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任
で創設するための意見書提出の請願
　委員会を平成30年５月16日に召集し、各委員から意見を
徴し協議しました。その結果、実現性・受給者本人による自
助努力・高齢者の生涯現役を推す声もあり、集約した結果「不
採択すべきもの」となりました。
　本会議では委員会の審査結果を受け、反対討論２名、賛成
討論１名が行われ、採決の結果、賛成９反対２で、委員会ど
おり「不採択」となりました。

「
請願第２号
憲法９条改定に反対する　
意見書の提出を求める請願」
請 願  者　オール11区市民の会
　　　　　共同代表　荒木慶和

紹介議員　内海勝男・常山知子

この請願は総務教育厚生常任委
員会に付託されました。
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 平成30年 第２回（６月）定例会

町
長
提
出
議
案

み
ら
い
創
造
課
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

小
こ

杉
すぎ

修
しゅう

一
いち

人
口
の
激
減
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

新
設
さ
れ
た
み
ら
い
創
造
課
に

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
対
策
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
取
り

組
み
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
、
お
た
め

し
居
住
を
や
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
の
宿
泊
で
き
る
施
設

を
、役
場
の
近
所
に
考
え
て
い
ま
す
。

皆
野
町
の
よ
さ
を
体
感
し

て
も
ら
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ

の
町
に
あ
る
自
然
の
中
、
た
と
え

ば
、
三
沢
川
と
か
そ
う
い
う
所
の

近
く
が
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

移
住
を
考
え
る
際
の
要
素
は

交
通
の
便
・
生
活
の
便
等
な

の
で
、
ま
ず
は
駅
や
商
店
街
に
近
い

役
場
の
近
所
で
お
た
め
し
居
住
を

し
て
も
ら
い
、
皆
野
町
の
よ
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
ま
す
。

多
額
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務
委
託
料
に
つ
い
て

５
６
０
万
円
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
委
託
料
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
の
商
工
業

者
や
町
民
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
か
。

浅
草
商
店
連
合
会
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
福
井
先
生

と
４
６
０
万
円
で
契
約
し
、
浅
草
の

い
ろ
い
ろ
な
方
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

浅
草
を
中
心
に
皆
野
町
の
知
名
度
を

上
げ
、
皆
野
町
の
み
そ
、
お
な
め
、

イ
ノ
シ
カ
バ
ー
ガ
ー
等
、
物
販
を
拡

大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
浅
草
と
の
交
流
が
進

ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
住
む
町
へ
の

誇
り
と
愛
着
が
増
し
て
い
く
と
考

え
ま
す
。

新
あら

井
い

達
たつ

男
お

小
規
模
水
道
の
運
営
が
少

子
高
齢
化
に
よ
り
、
廃
止

の
家
庭
も
ふ
え
、
管
理
運
営
が
実

施
で
き
な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
数

年
先
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

小
規
模
水
道
施
設
整
備
費

の
助
成
の
ほ
か
、
町
の
維
持

管
理
の
支
援
を
必
要
と
す
る
水
道

組
合
に
つ
い
て
は
、
皆
野
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
し
て

い
ま
す
。
水
質
検
査
の
代
行
業
務

並
び
に
、
水
源
地
の
見
ま
わ
り
、
清

掃
な
ど
取
水
施
設
等
の
維
持
管
理

業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
が
ろ
過
砂
の
洗
浄

作
業
を
外
部
に
依
頼
し
た
場
合
の

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
な
ど
、
小

規
模
水
道
組
合
の
支
援
を
拡
充
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
瀞
玉
淀
自
然
公
園
線
未
改

良
部
分
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て平成

29
年
度
か
ら
測
量
調

査
が
始
ま
っ
た
、
長
瀞
玉
淀

自
然
公
園
線
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

秩
父
県
土
整
備
事
務
所
の

担
当
者
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
平
成
29
年
度
に
は
地
形
、
地

物
の
位
置
を
明
確
に
す
る
基
礎
測

量
を
行
い
、
平
面
図
を
作
成
し
、
現

在
は
平
面
測
量
及
び
ル
ー
ト
を
決

定
す
る
た
め
の
道
路
予
備
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
警
察
協
議

等
が
完
了
次
第
、
本
年
の
７
月
以

降
に
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
開
催
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

小
規
模
水
道
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

こ ここ こ ぎいんぎいん ぎょうせいぜんぱんぎょうせいぜんぱん じぎょうじぎょう すすすす ぐあいぐあい しょうらいしょうらい しさくしさく じぶんじぶん せいさくていげんせいさくていげん

ふくふく まちしっこうがわまちしっこうがわ かんがかんが き ほんかいぎほんかいぎ いっぱんしつもんいっぱんしつもん ぎいんぎいん き

しるしる いっぱんしつもんつうこくしょいっぱんしつもんつうこくしょ ていしゅつていしゅつ

いっぱんしつもんいっぱんしつもん



町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

６
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

第
26
号
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平
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月
定
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）

内
うちかい

海勝
かつ

男
お

消
防
団
員
、
道
路
交
通
法
改
正
後
の

ポ
ン
プ
車
等
の
運
転
問
題
に
つ
い
て

林
はやし

　太
た

平
へい

総
務
省
消
防
庁
の
調
査
で

先
般
の
新
聞
に
よ
る
と
、
全

国
の
消
防
団
に
あ
る
車
両
の
３
割

以
上
が
昨
年
３
月
の
道
交
法
改
正

後
に
取
得
し
た
普
通
免
許
で
運
転

で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
不
足
が
深
刻
と
い
う

中
で
、
町
の
車
両
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
若

手
の
団
員
が
ポ
ン
プ
車
な
ど
運
転

で
き
な
い
と
、
活
動
に
支
障
が
出

る
お
そ
れ
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

も
し
、
町
の
団
員
の
中
で
該
当

す
る
団
員
が
い
る
と
き
は
、
準
中

型
免
許
取
得
支
援
等
も
検
討
し
て

は
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

質
問
の
と
お
り
心
配
さ
れ
る

状
況
で
す
。
皆
野
町
消
防

団
に
配
備
し
て
あ
る
車
両
台
数
は
、

本
部
が
使
用
す
る
指
令
車
を
含
め

て
11
台
で
す
。
そ
の
内
訳
は
、

３
・
５
ト
ン
未
満
が
３
台
、
３
・

５
ト
ン
以
上
５
ト
ン
未
満
が
５
台
、

５
ト
ン
以
上
７
・
５
ト
ン
未
満

が
３
台
で
す
。

　

平
成
19
年
６
月
２
日
以
降
の

普
通
免
許
取
得
者
は
27
人（
５
ト

ン
限
定
）。
平
成
29
年
３
月
12
日

以
降
普
通
免
許
取
得
者
は
１
人

（
３
・
５
ト
ン
未
満
）。

　

こ
の
う
ち
、
所
属
す
る
分
団

に
配
備
し
て
あ
る
車
両
が
運
転

で
き
な
い
団
員
は
、

第
１
分
団
第
２
部
水
槽
付
ポ
ン
プ

車
（
７
・
４
７
５
ト
ン
）＝
７
人

第
２
分
団　

水
槽
車（
６
・
９
６

５
ト
ン
）＝
４
人

第
５
分
団　

水
槽
車（
７
・
０
５

５
ト
ン
）＝
６
人
の
合
計
17
人
で

す
。

　

今
後
、
助
成
制
度
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
参
考
・
準
中
型
免
許
取
得
に
対
す
る
助

成
制
度
を
導
入
し
て
い
る
市
町
村
４
団
体

（
神
川
町
、
小
川
町
、
毛
呂
山
町
、
上
里
町
）

男常
つねやま

山知
とも

子
こ

「
学
校
図
書
館
法
」
に
基
づ

き
、
学
校
図
書
館
に
学
校

司
書
を
配
置
す
る
考
え
を
再
度
お

聞
き
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
を

考
慮
し
て
、
学
校
司
書
の
配

置
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

秩
父
市
内
で
、
学
校
図
書

館
を
中
心
に
働
く
支
援
員

の
話
で
す
。
図
書
館
に
行
け
ば
支

援
員
が
お
り
、
第
二
の
保
健
室
に

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
本

の
要
望
に
応
え
た
り
、
本
の
整
理

か
ら
資
料
提
供
な
ど
、
常
に
図
書

館
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
環
境

を
整
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
図
書

館
司
書
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

質
の
高
い
図
書
館
指
導
が
で

き
る
か
な
ど
、
そ
れ
ら
を
含

め
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
の
財
政
措
置
は
１
・
５
校

に
１
名
の
司
書
が
配
置
で

き
ま
す
。
そ
の
計
算
か
ら
、
当
町

の
地
方
交
付
税
の
中
に
約
３
２
０

万
円
の
財
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

予
算
化
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は

学
力
向
上
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て

タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
を
タ

ク
シ
ー
代
の
半
額
で
は
な

く
、
年
間
使
用
額
で
利
用
者
に
使

い
方
を
委
ね
る
考
え
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

外
出
困
難
な
高
齢
者
の
交

通
支
援
で
、
月
に
数
回
外
出

し
た
と
き
の
助
成
で
す
。
今
の
と
こ

ろ
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
範
囲
を
、
町
外
で
も
使

え
る
よ
う
に
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

拡
大
せ
ず
、
現
状
維
持
と
し

ま
す
。

学
校
図
書
館
に
学
校
司
書

の
配
置
を



平
成
30
年
８
月
１
日
発
行

み
ら
い
創
造
課
に　
　

つ
い
て

宮
みや

原
はら

睦
むつ

夫
お

質
問
の
前
に
課
長
の
略
歴
の
コ

ピ
ー
を
配
布
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
み
ら
い
創
造
課
長

慶
應
義
塾
大
学　

卒

政
策
研
究
大
学
院
大
学（
修
士
課
程
）終
了

町
か
ら
派
遣
要
請
が
あ
り
、

皆
野
町
に
来
る
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
考
え
で
来
た
の
で
す

か
。

こ
の
３
月
ま
で
県
地
域
政
策

課
に
所
属
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
で
培
っ
て
き
た
地
方
創
生
な

ど
に
関
す
る
知
見
な
ど
か
ら
、
町

長
の
考
え
る
町
の
発
展
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

課
長
は
現
在
当
町
で
行
っ
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。
温

水
プ
ー
ル
、
昨
年
度
は
町
か
ら
の

持
ち
出
し
（
赤
字
）
が
年
間
４
３

０
０
万
円
で
、
収
入
は
年
間
５
０

０
万
円
弱
で
す
。
長
生
荘
の
風
呂

は
、
持
ち
出
し
が
年
間
１
３
０
０

万
円
で
、
収
入
は
年
間
１
２
０
万

円
で
す
。
こ
う
い
っ
た
町
の
事
業
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

最
小
の
経
費
で
、
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
利
用
者
数
な
ど
、
総
合
的

な
見
地
か
ら
検
討
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
公
共
の
施
設

は
健
康
増
進
・
高
齢
者
福
祉
な
ど
、

費
用
対
効
果
だ
け
で
は
、
な
じ
ま

な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
。

課
長
が
進
め
る
事
業
の
中

で
、
町
商
店
街
の
活
性
化

に
取
り
組
む
と
い
う
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
が
、
商
圏
が
変
わ
っ
て
非

常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
か
。

町
に
多
く
の
人
を
呼
び
込
む

た
め
、
町
の
知
名
度
上
げ
る

べ
く
、
浅
草
と
の
つ
な
が
り
を
進
め

て
い
ま
す
。町
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、

商
店
街
が
活
性
化
し
て
い
く
仕
掛

け
が
重
要
な
観
点
と
考
え
ま
す
。

２
年
前
か
ら
の
学
童
保
育

料
無
料
化
に
連
動
し
て
、

今
年
度
の
入
所
希
望
者
が
大
幅
に

上
回
り
、
６
年
生
全
員
を
断
る
と

い
う
事
態
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
後

「
安
定
・
安
心
し
た
学
童
保
育
に
向

け
て
抜
本
的
な
見
直
し
」
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
検

討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
児

童
・
生
徒
が
い
る
世
帯
へ
の
「
公

平
的
な
子
育
て
支
援
策
」
と
し
て
、

学
校
給
食
無
料
化
を
優
先
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

安
定
し
た
学
童
保
育
を
継

続
す
る
た
め
平
成
31
年
度

か
ら
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
第
３

子
以
降
の
児
童
に
つ
い
て
は
無
料
化

を
継
続
し
、
住
民
税
課
税
世
帯
に

は
以
前
と
同
様
に
保
育
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
方
向
で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
無
料
化

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
道
の
駅
み
な
の
入
口
」　　

交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て

行
楽
シ
ー
ズ
ン
な
ど
、皆
野・

長
瀞
イ
ン
タ
ー
方
面
か
ら

の
車
両
が
連
な
っ
て
し
ま
い
、
道
の

駅
の
出
入
り
に
も
大
き
な
影
響
が

出
て
い
ま
す
。
国
道
と
交
差
す
る

県
道
と
し
て
は
「
青
」
の
時
間
帯

が
短
い
こ
と
も
渋
滞
要
因
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
１
４
０
号
の
上
り

車
線
で
の
右
折
車
線
も
設
け
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。「
道
の
駅
み
な
の

入
口
」
交
差
点
周
辺
の
渋
滞
緩
和

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

質
問
通
告
後
、
直
ち
に
管
理

者
で
あ
る
秩
父
県
土
整
備

事
務
所
に
現
地
調
査
と
渋
滞
緩
和

策
に
つ
い
て
検
討
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
に
お
い
て
も
関
係
機

関
と
積
極
的
に
協
議
・
調
整
す
る

な
ど
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

学
校
給
食
無
料
化
は　

優
先
す
べ
き
課
題

内
うちかい

海勝
か つ お

男
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第
26号

議会ホームページ
もご覧ください

　６月18日、大阪北部地震でブ
ロック塀での犠牲者がでてしまい
ました。40年前の宮城県沖地震で
の教訓を踏まえ『建築基準法』が
改正され、特に教育現場では危険
な建造物はなくなっていると思っ
ていただけに、今回のことは痛ま
しく、憤りさえ感じました。仙台
市ではブロック塀の撤去費用に補
助金を出す等積極的に整備を進
め、東日本大震災時、ブロック塀
での被害０という結果を残してい
ます。皆野町でも、現状を把握し、
危険箇所があれば１日でも早い対
応に努め、町民の『安心・安全を
守る』ことを実践していきたいと
思っています。　　大澤　径子

議員雑記
命を守る

秩父広域市町村圏組合議会
秩父クリーンセンター

み～な

傍聴やご意見、
お待ちしています

次の定例会は ９月中旬頃に 開催される予定です。
gikai@town.minano.saitama.jp0494-62-2791FAX議会事務局 メール

　

町
長
提
出
議
案

町
長
提
出

議　
　

案

副町長の選任に同意しました。 教育委員会委員の任命に同意しました。

副町長 教育委員会委員土屋 良彦氏 小林 歌織氏
（皆野町大字国神） （皆野町大字皆野）

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

平成30年第１回臨時会（4月24日）で
審議された議案と議員の賛否 結果

大
塚
鉄
也

林　

太
平

小
杉
修
一

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

大
澤
径
子

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

専決処分の承認を求めることについて
（皆野町税条例等の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
専決処分の承認を求めることについて
（皆野町国民健康保険税条例等の一部を改正する条例）承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
専決処分の承認を求めることについて
（平成29年度皆野町一般会計補正予算（第７号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

副町長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

　平成30年第１回定例
会が開催されました。
　役員改選により管理者
及び議長、副議長の改選、
管理者に石木戸道也町
長、副管理者に大澤タキ
江町長が任命され、議長
に新井達男、副議長に野
原隆男議員が任命されま
した。
　その後、管理者提出議
案が審議され平成30年
度一般会計予算を始め、
10号議案まですべて可
決・承認されました。

新井 達男

皆野・長瀞
下水道組合 報告

請　

願

平成30年第２回定例会（６月14日）　で
審議された議案と議員の賛否 結果

大
塚
鉄
也

林　

太
平

小
杉
修
一

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

大
澤
径
子

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

平成30年度皆野町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
「若者も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任で
創設するための意見書提出の請願 不採択 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ー

憲法９条改定に反対する意見書の提出を求める請願 付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

　全員協議会が開かれ、宮原睦夫議員と
ともに出席しました。
　報告事項
①組合議員補欠選挙の結果について
 秩父市議会議員選挙があり、議員が 
 変わりました。
②副管理者の選任について
 皆野町の町長選挙により、副管理者 
 が 変わりました。
③議会臨時会管理者提出議案の概要
 一般会計補正予算
④病院群輪番制病院の運営について
 秩父病院が夜間、休日の救急が受け 
 入 れられないとのこと。
⑤平成29年度秩父斎場稼動実績について
　・件数1,547件  ・使用料2,509万1,500円

四方田 実

火５22金３16


